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森
林
総
合
研
究
所
な
ど
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
サ
ク
ラ
・
モ

モ
・
ウ
メ
な
ど
バ
ラ
科
の
樹
木

を
枯
ら
す
外
来
害
虫
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
つ
い
て
、
防

除
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。
ネ
ッ

ト
の
地
図
上
に
被
害
情
報
を
共

有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
開
発

し
、
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

果
樹
を
守
る
た
め
農
家
や
市
民

な
ど
地
域
一
体
で
の
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
「
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
法
」
で

は
、
早
期
発
見
・
早
期
駆
除
に

つ
な
が
る
被
害
拡
大
防
止
の
方

法
を
示
す
。
木
の
中
の
幼
虫
を

探
す
手
が
か
り
と
し
て
、
木
く

ず
と
虫
ふ
ん
が
混
ざ
っ
た
排
出

物
「
フ
ラ
ス
」
を
紹
介
。
５
〜

９
月
に
盛
ん
に
樹
木
内
部
か
ら

排
出
す
る
フ
ラ
ス
を
「
地
域
の

目
で
注
視
す
る
こ
と
が
被
害
を

封
じ
込
め
る
鍵
」
と
し
て
い

る
。
対
策
で
は
、
被
害
樹
の
伐

倒
や
幼
虫
捕
殺
、
樹
木
の
穿せ

ん

孔こ
う

箇
所
を
覆
う
「
網
巻
き
」
な
ど

の
方
法
を
掲
載
し
て
い
る
。

被
害
ア
ン
ケ
ー
ト
サ
イ
ト

（h
ttp
s://k

u
b
iak
a.

kubiaka.jp

）
は
誰
で
も

利
用
可
能
だ
。
他
の
２
種
の
外

来
カ
ミ
キ
リ
類
も
情
報
を
入
力

で
き
る
よ
う
機
能
を
追
加
し

た
。
被
害
を
見
つ
け
た
人
が
、

そ
の
場
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
送
信
す
れ

ば
被
害
情
報
が
集
積
さ
れ
る
。

地
域
や
日
時
を
絞
っ
た
被
害
情

報
を
閲
覧
で
き
、
自
治
体
の
担

当
者
ら
が
被
害
情
報
を
把
握
す

る
地
図
作
り
に
も
役
立
つ
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は

幼
虫
が
幹
の
表
面
か
ら
少
し
内

側
の
内
樹
皮
を
食
べ
、
多
く
の

幼
虫
が
加
害
す
る
と
樹
木
が
１

年
か
ら
数
年
で
枯
死
す
る
こ
と

が
あ
る
。

２
０
１
８
年
に
「
特
定
外
来

生
物
」
に
指
定
さ
れ
た
。
日
本

で
は
11
年
に
埼
玉
県
で
侵
入
が

確
認
さ
れ
、
12
年
に
は
愛
知
県

の
サ
ク
ラ
で
初
め
て
被
害
が
分

か
り
、
現
在
ま
で
に
茨
城
・
栃

木
・
群
馬
・
東
京
・
神
奈
川
・

三
重
・
大
阪
・
奈
良
・
和
歌
山

・
兵
庫
・
徳
島
の
計
13
都
府
県

で
見
つ
か
っ
て
い
る
。

奥
行
き
約
22
㍍
の
ハ
ウ
ス
全
面

に
コ
マ
ツ
ナ
の
残
さ
と
雑
草
を

残
し
た
ま
ま
米
ぬ
か
60
㌔
と
石

灰
窒
素
10
㌔
を
散
布
。
22
馬
力

の
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
い
、

深
さ
25
㌢
で
耕
起
す
る
。

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
は
最
も
低

速
で
作
業
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

回
転
速
度
を
遅
く
す
る
。
太
陽

熱
消
毒
時
以
外
の
作
で
は
、
歩

行
型
管
理
機
を
利
用
。
深
さ
20

㌢
程
度
で
耕
起
す
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

耕
起
後
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

で
約
１
時
間
灌
水
す
る
。
「
耕

盤
が
な
い
の
で
水
が
土
中
に
さ

っ
と
引
く
」
と
杉
本
さ
ん
。
手

間
と
コ
ス
ト
を
考
慮
し
、
地
温

上
昇
を
目
的
と
し
た
マ
ル
チ
は

敷
か
な
い
。
多
少
の
雑
草
は
生

え
て
も
、
土
壌
病
害
は
発
生
し

て
い
な
い
と
い
う
。
ハ
ウ
ス
を

２
〜
３
週
間
密
閉
後
、
２
日
間

ほ
ど
開
放
し
て
ハ
ウ
ス
内
を
外

気
温
と
同
じ
温
度
ま
で
下
げ
、

播
種
す
る
。

基
肥
は
、
１
作
ご
と
に
未
来

科
学
の
１
０
０
％
有
機
配
合
肥

料
「
菜
有
機
６
８
４
」
（
６‒

８‒

４
）
10
㌔
と
ア
ヅ
ミ
ン
苦

土
石
灰
10
㌔
の
施
用
を
基
本
と

し
、
前
作
の
生
育
を
見
て
、
散

布
す
る
米
ぬ
か
や
石
灰
窒
素
の

量
や
、
有
機
配
合
肥
料
の
施
用

量
を
検
討
す
る
。
太
陽
熱
消
毒

後
は
有
機
配
合
肥
料
７
〜
８
㌔

だ
け
を
施
用
す
る
。

Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
三
島
函
南
地

区
本
部
で
営
農
指
導
員
を
務
め

る
袴
田
優
大
係
長
は
「
石
灰
窒

素
と
有
機
物
を
施
用
し
た
太
陽

熱
消
毒
で
、
土
壌
中
の
微
生
物

バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
ず
、
良
食
味

の
コ
マ
ツ
ナ
を
栽
培
し
て
い

る
。
効
果
も
確
実
に
出
て
い
て

安
定
生
産
を
実
現
し
て
い
る
」

と
評
価
す
る
。

山
口
市
の
株
式
会
社
秋
川
牧
園

は
、
飼
料
用
米
の
生
産
グ
ル
ー
プ

を
地
元
農
家
で
組
織
し
、
耕
畜
連

携
に
よ
る
養
鶏
な
ど
に
取
り
組

む
。
生
産
グ
ル
ー
プ

で
は
、
県
内
１
７
０

㌶
で
「
夢
あ
お
ば
」

「
み
な
ち
か
ら
」
「
北
陸
１
９
３

号
」
な
ど
専
用
品
種
だ
け
を
生
産

す
る
。

専
用
品
種
で
の
多
収
生
産
に
は

約
15
年
間
取
り
組
み
、
許
諾
を
得

て
種
子
供
給
も
担
う
。
村
田
洋
生

産
部
次
長
は
「
地
域
に
合
う
品
種

が
分
か
っ
て
い
な
い
例
も
多
い
。

品
種
特
性
や
地
域
適
応
性
な
ど
情

報
の
共
有
が
重
要
」
と
指
摘
す

る
。
10
㌃
当
た
り
籾も

み

収
量
１
㌧
超

の
事
例
も
あ
る
一
方
、
病
害
虫
耐

性
や
刈
り
取
り
や
す
さ
、
登
熟
な

ど
が
品
種
ご
と
に
違
う
と
い
う
。

基
肥
は
、
基
準
と
し
て
発
酵
鶏

ふ
ん
堆
肥
、
牛
ふ
ん
・
鶏
ふ
ん
の

混
合
堆
肥
を
10
㌃
当
た
り
１
㌧
施

用
。
堆
肥
は
、
秋
川
牧
園
側
が
ト

レ
ー
ラ
ー
で
生
産
者
へ
無
償
配
送

し
、
散
布
用
に
マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ

ッ
ダ
ー
を
貸
し
出
す
。
毎
年
８
、

９
月
に
県
内
南
北
２
０
０
㌔
範
囲

の
圃
場
を
12
時
間
か
け
て
巡
回

し
、
品
種
特
性
や
栽
培
技
術
を
共

有
す
る
。

山
口
県
内
で
は
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
や
い
も
ち
病
、
登
熟
不
良
な
ど

の
被
害
も
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い

る
。
村
田
次
長
は
「
専
用
品
種
で

あ
っ
て
も
、
い
ま
だ
に
完
璧
と
は

い
え
な
い
。
品
種
改
良
の
歩
み
を

止
め
な
い
で
ほ
し
い
」
と
強
調
す

る
。
農
研
機
構
九
州
沖
縄
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を
結
び
、
病

害
虫
に
強
い
早
生
品
種
も
試
験
栽

培
す
る
。

埼
玉
県
加
須
市
で
、
水
稲
・
麦

・
大
豆
な
ど
90
㌶
を
耕
作
す
る
株

式
会
社
山
中
農
産
で
は
、
飼
料
用

米
で
は
専
用
品
種
「
み
な
ち
か

ら
」
を
１
・
４
㌶
栽
培
す
る
。
多

収
品
種
の
中
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
へ

の
負
荷
が
少
な
い
。
収
穫
で
は
立

毛
乾
燥
で
水
分
16
％
と
し
て
か

ら
、
６
条
刈
り
で
刈
り
取
る
。

山
中
哲
大
代
表
は
、
専
用
品
種

の
普
及
に
つ
い
て
、
「
中
小
農
家

で
は
30
馬
力
ほ
ど
の
コ
ン
バ
イ
ン

を
使
う
こ
と
が
多
く
、
稲
刈
り
が

困
難
」
と
す
る
。
埼
玉
県
内
で
は

知
事
特
認
と
し
て
、
コ
ン
バ
イ
ン

へ
の
負
荷
が
少
な
い

「
む
さ
し
の
26
号
」

が
含
め
ら
れ
た
も
の

の
、
専
用
品
種
が
定
着
し
な
い
場

合
、
山
中
代
表
は
「
主
食
用
米
へ

の
再
転
換
が
起
き
て
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
可
能
性
も
懸
念
さ
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

本
さ
ん
夫
妻
と
パ
ー
ト
従
業
員

10
人
が
働
く
。

あ
く
が
な
く
、
み
ず
み
ず
し

い
、
す
じ
が
な
い
コ
マ
ツ
ナ
を

目
指
し
、
通
年
で
食
味
が
大
き

く
変
わ
ら
な
い
よ
う
、
良
食
味

品
種
の
「
ひ
ろ
み
」
（
野
原
種

苗
）
に
統
一
す
る
。
年
間
出
荷

量
は
約
22
万
束
（
１
束
約
２
０

０
㌘
）
だ
。

有
機
物
の
腐
熟
促
進

「
米
ぬ
か
と
石
灰
窒
素
、
１

０
０
％
有
機
配
合
肥
料
が
コ
マ

ツ
ナ
の
味
を
作
る
の
に
欠
か
せ

な
い
」
と
杉
本
さ
ん
。
ポ
イ
ン

ト
は
、
よ
り
深
く
ま
で
土
壌
中

の
病
害
虫
や
雑
草
種
子
を
死
滅

さ
せ
つ
つ
、
耕
盤
の
形
成
を
防

ぐ
こ
と
だ
。

太
陽
熱
消
毒
は
、
梅
雨
明
け

後
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
コ
マ
ツ

ナ
の
収
穫
を
終
え
た
ハ
ウ
ス
か

ら
順
々
に
行
う
。
間
口
６
㍍
、

杉
本
さ
ん
が
営
む
杉
正
農
園

で
は
、
年
間
売
上
高
の
約
６
割

を
占
め
る
施
設
コ
マ
ツ
ナ
の
周

年
栽
培
を
経
営
の
柱
と
し
、
露

地
１
３
０
㌃
で
１
４
０
種
類
栽

培
す
る
野
菜
を
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
向
け
に
販
売
す
る
。
杉

「
施
設
コ
マ
ツ
ナ
を
作
り
始
め
て
25
年
間
、
石
灰
窒
素
を
利
用
し
た
太
陽
熱
消
毒
で
土
壌
病
害

は
一
度
も
発
生
し
て
い
な
い
」
と
話
す
の
は
、
ハ
ウ
ス
37
棟
（
48
㌃
）
で
コ
マ
ツ
ナ
を
年
７
作
栽

培
す
る
静
岡
県
三
島
市
川
原
ヶ
谷
の
杉
本
正
博
さ
ん（
71
）。
梅
雨
明
け
後
か
ら
全
て
の
ハ
ウ
ス
で

行
う
太
陽
熱
消
毒
は
、
米
ぬ
か
と
石
灰
窒
素
を
散
布
し
て
腐
熟
を
促
進
さ
せ
て
灌か

ん

水す
い

し
、
ハ
ウ
ス

を
２
〜
３
週
間
密
閉
す
る
。
太
陽
熱
と
有
機
物
の
発
酵
熱
を
利
用
し
、
土
壌
中
の
病
害
虫
を
死
滅

さ
せ
る
。
基
肥
に
は
有
機
配
合
肥
料
を
施
用
し
、
良
食
味
を
追
求
。
ス
ー
パ
ー
と
契
約
取
引
し
て

静
岡
県
ブ
ラ
ン
ド
の
「
し
ず
お
か
食
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

石
灰
窒
素
の
土
づ
く
り
効
果
は
、

腐
熟
促
進
効
果
と
酸
度
矯
正
効
果
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
腐
熟
促
進
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

作
物
残
さ
や
畜
ふ
ん
を
原
料
と
し

て
堆
肥
を
生
産
す
る
と
き
に
石
灰
窒

素
を
使
う
こ
と
で
、
発
酵
効
率
も
高

く
、
大
腸
菌
（
特
に
畜
ふ
ん
堆
肥
）

な
ど
の
有
害
菌
や
雑
草
、
病
害
虫
の

発
生
を
抑
制
し
、
安
全
で
良
質
な
堆

肥
が
で
き
る
。

近
年
、
堆
肥
の
施
用
量
は
激
減

し
、
水
田
の
地
力

低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
水
田

で
、
稲
わ
ら
に
石

灰
窒
素
を
散
布
し

秋
に
す
き
込
む

と
、
堆
肥
と
同
等

の
増
収
効
果
が
あ

り
、
土
壌
の
物
理

性
の
改
善
効
果
は

堆
肥
よ
り
も
高
い

こ
と
が
長
年
の
連

用
試
験
で
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い

る
。

ま
た
、
稲
わ
ら
の
腐
熟
を
促
す
こ

と
で
、
浮
き
わ
ら
、
藻
の
発
生
が
抑

え
ら
れ
、
温
度
上
昇
に
伴
う
強
還
元

化
に
よ
る
生
育
障
害
（
根
傷
み
）
も

回
避
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
刈
り

取
り
後
稲
わ
ら
に
10
㌃
当
た
り
20
㌔

の
石
灰
窒
素
を
散
布
し
す
き
込
む

が
、
刈
り
取
り
後
で
き
る
だ
け
早
く

す
き
込
む
と
分
解
が
進
む
。

石
灰
窒
素
の
腐
熟
促
進
効
果
に

は
、
チ
ッ
素
供
給
の
効
果
だ
け
で
な

く
、
石
灰
の
役
割
が
大
き
い
。
有
機

物
が
分
解
す
る
と
有
機
酸
が
発
生
す

る
が
、
石
灰
が
酸
度
を
矯
正
し
微
生

物
の
活
動
を
促
進
す
る
。

野
菜
の
残
さ
の
す
き
込
み
に
使
う

こ
と
で
、
分
解
を
促
す
だ
け
で
な

く
、
雑
草
や
害
虫
の
発
生
の
抑
制
に

な
り
、
ま
た
、
分
解
時
に
取
り
込
ま

れ
た
チ
ッ
素
が
有
機
態
と
な
り
、
生

育
期
間
中
に
無
機
化
す
る
の
で
持
続

的
に
チ
ッ
素
が
供
給
で
き
、
減
肥
も

可
能
で
あ
る
。
同
様
に
、
緑
肥
作
物

の
分
解
促
進
に
も
利
用
で
き
る
。

（
𠮷
田

吉
明
＝
日
本
石
灰
窒
素

工
業
会
技
術
顧
問
）

土
づ
く
り
効
果

④

微
生
物
の
活
動
促
す

　株式会社オーレックは、国内初の自走
式クリ収穫機「バーディーマロンピッカ
ー（ＢＸ800／Ｍ８‒ＭＰ750）」を８月
上旬に発売する。重労働の収穫作業の時
間短縮と労力削減を可能にするとしてい
る。用途に応じて作業機を付け替えられ
る自走式の機械（ＢＸ800／Ｍ８）に収
穫用のアタッチメント（ＭＰ750）を装
着したもの。
　主な特徴は①いがは90％以上、果実は
70％以上の収穫率を実現②収穫時間をこ
れまでの約３分の１に短縮③ブラシで実
を拾い上げる仕組みで楽な姿勢と短時間
の作業が可能――など。
　メーカー希望小売価格（税込み）は86万
9000円。
　問い合わせ先＝株式会社オーレック　
本社営業本部（☎0943・32・5057）

新
製
品
紹
介

自走式クリ収穫機
「バーディーマロンピッカー
（ＢＸ800／Ｍ8‒ＭＰ750)｣

㈱オーレック

ど
ん
こ
病
と
つ
る
枯
れ
病
に

耐
病
性
を
持
つ
③
収
穫
期
が

高
温
に
な
る
と
酸
味
が
薄
れ

株
式
会
社
む
さ
し
の
タ
ネ

は
、
酸
味
と
甘
み
が
特
徴
の

爽
や
か
系
メ
ロ
ン
「
フ
レ
・

リ
モ
ー
ネ
」
の
種
子
を
発
売

し
た
と
発
表
し
た
。
果
実
は

黄
皮
系
ノ
ー
ネ
ッ
ト
の
白
肉

で
、
や
や
扁へ

ん

平ぺ
い

果
だ
。
４
果

着
果
で
１
果
当
た
り
１
㌔
前

後
に
な
る
。

主
な
特
徴
は
①
交
配
後
収

穫
ま
で
の
日
数
が
ハ
ウ
ス
６

月
収
穫
で
55
日
、
露
地
７
月

上
旬
収
穫
で
48
日
前
後
②
う

酸
味
と
甘
み
が
特
徴

実
証
実
験
を
開
始

㈱
む
さ
し
の
タ
ネ

ユ
ー
ピ
ー
ア
ー
ル
㈱ る

た
め
７
月
中
旬
ま
で
が
収

穫
適
期
│
│
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
株
式
会

社
む
さ
し
の
タ
ネ
（
千
葉
県

長
南
町
小
沢
３
７
７
☎
０

４
７
５・３
６・６
３
４
１
）

物
流
機
器
の
レ
ン
タ
ル
事

業
な
ど
を
手
が
け
る
ユ
ー
ピ

ー
ア
ー
ル
株
式
会
社
は
７
月

14
日
、
同
社
の
「
Ｄ
Ｘ
タ

グ
」
を
活
用
し
、
３
０
０
頭

以
上
の
放
牧
牛
の
発
情
や
体

調
不
良
の
検
知
、
所
在
管
理

の
実
証
実
験
を
８
月
か
ら
開

始
す
る
と
発
表
し
た
。
乳
牛

雌
哺
育
育
成
事
業
を
展
開
す

る
岩
手
県
葛
巻
町
畜
産
開
発

公
社
と
の
共
同
実
証
実
験

だ
。「

Ｄ
Ｘ
タ
グ
」
＝
写
真
＝

は
、
物
流
現
場
で
使
用
さ
れ

て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
パ
レ
ッ

ト
」
搭
載
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｒ

Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ
を
小
型
軽
量
化

し
機
能
を
追
加
し
た
も
の
。

牛
の
首
輪
に
装
着
す
る
と
頭

数
管
理
や
脱
走
牛
の
発
見
、

発
情
・
体
調
不
良
な
ど
を
検

知
で
き
る
。
受
信
機
か
ら
最

大
約
３
０
０
㍍
の
距
離
に
点

在
す
る
牛
の
デ
ー
タ
が
取
得

可
能
だ
。

同
社
は
、
発
情
・
体
調
不

良
検
知
の
解
析
ソ
フ
ト
を
開

発
し
て
精
度
を
高
め
る
ほ

か
、
牛
の
種
別
や
飼
育
地
域

の
違
い
に
よ
る
検
知
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
の
開
発
も
予
定
。
畜

産
業
界
が
抱
え
る
課
題
を
解

決
し
、
持
続
可
能
な
畜
産
の

実
現
へ
貢
献
し
て
い
く
方
針

だ
。問

い
合
わ
せ
先
＝
ユ
ー
ピ

ー
ア
ー
ル
株
式
会
社
コ
ネ

ク
テ
ィ
ッ
ド
事
業
本
部
コ

ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
営
業
部
（
☎

０
３
・
３
５
９
３
・
１
７
２

１
）

メ
ロ
ン
「
フ
レ
・
リ
モ
ー
ネ
」種
子
を
発
売

電
子
タ
グ
で
牛
の
発
情
、体
調
不
良
を
検
知

【
岩
手
支
局
】
岩
泉
猟
友
会

員
で
あ
る
岩
泉
町
袰ほ

ろ

綿わ
た

の
澤
里

寛
行
さ
ん（
46
）は
、
「
害
獣
罠わ

な

捕
獲
検
知
シ
ス
テ
ム
」
を
独
自

開
発
し
た
。
設
置
し
た
カ
メ
ラ

か
ら
の
画
像
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
技
術
で
解
析
し
、
わ
な
の

扉
の
開
閉
や
害
獣
の
有
無
を
判

定
。
害
獣
の
捕
獲
を
検
知
す
る

と
遠
隔
地
に
情
報
を
発
信
す

る
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
農

作
物
や
人
へ
の
被
害
が
多
発
す

る
同
町
は
、
澤
里
さ
ん
の
取
り

組
み
に
期
待
を
寄
せ
る
。

「
遠
隔
地
か
ら
判
定
で
き
る

の
で
安
全
性
が
高
い
。
山
中
に

設
置
し
た
わ
な
の
見
回
り
や
点

検
作
業
を
効
率
よ
く
実
施
で
き

る
」
と
澤
里
さ
ん
。
電
話
回
線

で
は
な
く
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
向
け
の
回
線

を
利
用
す
る
た
め
、
電
波
が
弱

い
場
所
で
も
使
用
可
能
だ
。
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
の
経
験
を
生
か
し

て
２
０
２
１
年
に
開
発
し
、
昨

年
特
許
を
取
得
し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
ド
ロ

ー
ン
を
使
っ
た
獣
害
対
策
を
昨

年
始
め
た
。
上
空
１
４
０
㍍
か

ら
圃
場
を
見
回
り
、
害
獣
の
行

動
様
式
を
分
析
。
見
通
し
が
悪

い
圃
場
を
安
全
に
巡
視
で
き
る

ほ
か
、
わ
な
の
設
置
場
所
の
適

切
な
選
定
に
つ
な
が
る
。

【
岐
阜
支
局
】
中
津
川
市
苗

木
の
小
畑
正
樹
さ
ん（
44
）は
、

小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
に

よ
る
防
除
作
業
を
30
㌶
で
請
け

負
う
。
「
１
営
農
体
に
１
台
あ

る
と
い
い
。
中
山
間
地
の
農
業

に
こ
そ
お
薦
め
だ
」
と
小
畑
さ

ん
。
作
業
の
省
力
化
と
大
幅
な

経
費
削
減
に
な
る
こ
と
か
ら
２

０
２
１
年
に
、
無
線
操
縦
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
か
ら
ド
ロ
ー
ン
へ
切

り
替
え
た
。

本
体
重
量
は
約
10
㌔
と
、
約

１
０
０
㌔
の
ヘ
リ
に
比
べ
軽
量

だ
。
「
ヘ
リ
で
の
作
業
に
は
４

人
必
要
だ
が
、
ド
ロ
ー
ン
は
２

人
で
い
い
。
１
人
で
も
積
み
降

ろ
し
が
で
き
、
小
回
り
が
必
要

な
中
山
間
地
に
は
も
っ
て
こ

い
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
話
す
。

導
入
費
は
２
０
０
万
円
ほ
ど

だ
と
い
う
。
ド
ロ
ー
ン
防
除
に

取
り
組
む
と
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
に
は
５
年
間
加

算
さ
れ
る
措
置
が
あ
り
、
さ
ら

に
導
入
費
の
補
助
金
も
あ
る
。

稼
働
時
間
が
バ
ッ
テ
リ
ー
１

本
で
30
分
と
短
く
、
薬
剤
の
積

載
量
が
少
な
い
機
体
は
何
度
も

補
充
が
必
要
だ
が
、
「
中
山
間

地
の
水
田
は
小
さ
く
小
ま
め
な

移
動
が
あ
る
た
め
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
な
い
」
と
強
調
す

る
。水

稲
31
・
２
㌶
と
大
豆
３

㌶
、
六
条
大
麦
13
・
５
㌶
を
栽

培
し
、
10
㌶
で
作
業
受
託
す

る
。
最
新
の
農
機
具
を
導
入
し

経
営
面
積
も
十
分
だ
が
、
作
業

員
の
高
齢
化
問
題
に
直
面
し
つ

つ
あ
る
と
い
う
。
「
若
い
作
業

員
を
増
や
し
、
中
山
間
地
の
農

業
に
継
続
的
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
む
。

「自分の知識と技術を獣害対
策に役立てたい」と澤里さん

「
一
人
で
も
軽
く
持
ち
上

げ
ら
れ
る
」
と
小
畑
さ
ん

サクラから排出される
クビアカツヤカミキリ
幼虫のフラス（提供：
森林総合研究所）

飼
料
用
米

安
定
化
へ

安
定
化
へ

品種 利点 欠点

モミロマン
・多収
・倒伏に強い

・一部除草剤への感受性
・不稔〈ふねん〉率が高い（籾利用に難）

北陸193号

・多収（秋川牧園グループでは10㌃当たり籾収量
　１㌧超の例も）
・倒伏に強い

・種子の休眠打破が必須
・ここ数年のいもち病被害
・ウンカ類に弱い
・脱粒性あり
・茎が太くコンバイン負荷大

みなちから

・やや多収
・草丈が短く倒伏に絶大
・麦と変わらない刈りやすさ
・中生～晩生（北陸193号並み）
・発芽が早く直播も向く

・一部除草剤への感受性
・紋枯病、ごま葉枯病に注意
・一部で不稔あり

夢あおば

・やや多収
・早生品種では安定性が高い
・山口県北部や二毛作地にも向く
・籾の外観が良い

・多肥倒伏に弱い
・ここ数年、地域によってはいもち病

オオナリ
・多収
・中生の早（北陸193号より早い）
・開帳性だが茎は柔らかく刈りやすい

・種子の休眠打破が必須
・一部除草剤への感受性

２
０
２
４
年
産
以
降
の
米
政
策
で
は
、
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
で
、
飼
料
用
米
は
多
収
品
種
に
重
点

を
置
い
た
支
援
に
転
換
す
る
方
針
だ
。
配
合
飼
料
原
料

の
国
際
相
場
の
高
止
ま
り
と
輸
入
の
不
安
定
化
が
課
題

と
な
る
中
、
飼
料
用
米
に
は
一
層
の
安
定
生
産
・
利
用

が
求
め
ら
れ
る
。
日
本
飼
料
用
米
振
興
協
会
が
７
月
に

開
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
耕
種
・
畜
産
の
生
産
者

な
ど
が
成
果
や
課
題
を
共
有
し
た
。

秋川牧園で利用する多収品種の評価（同社の講演資料から編集部作成）

㊤ 生 産

地
域
適
応
性
な
ど
検
討
を

米
ぬ
か
と
石
灰
窒
素
を
散
布
後
、
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
起
す
る
杉
本
さ
ん

太陽熱消毒中のハウ
スが分かるように掲
示する

太陽熱消毒に石灰窒素施設コマツナ25年

土壌病害を回避
静
岡
県
三
島
市

杉
本
正
博
さ
ん

地
域
ぐ
る
み
の
防
除
呼
び
か
け

外
来
害
虫
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

低
速
耕
起
で
耕
盤
作
ら
ず

食
味
を
重
視

１
品
種
に
統
一

害獣わなにカメラ

岩手県・澤里 寛行さん

岐
阜
県
・
小
畑
正
樹
さ
ん

ド
ロ
ー
ン
で
防
除
作
業

捕獲状況を遠隔地に発信

小
回
り
利
き

中
山
間
に
適
応

専
用
品
種

営農技術・資材 （第3種郵便物認可）２０２３年８月２週号 ２０２３年（令和５年）８月９日７

森
林
総
合
研
究
所
な
ど
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
サ
ク
ラ
・
モ

モ
・
ウ
メ
な
ど
バ
ラ
科
の
樹
木

を
枯
ら
す
外
来
害
虫
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
つ
い
て
、
防

除
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。
ネ
ッ

ト
の
地
図
上
に
被
害
情
報
を
共

有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
開
発

し
、
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

果
樹
を
守
る
た
め
農
家
や
市
民

な
ど
地
域
一
体
で
の
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
「
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
法
」
で

は
、
早
期
発
見
・
早
期
駆
除
に

つ
な
が
る
被
害
拡
大
防
止
の
方

法
を
示
す
。
木
の
中
の
幼
虫
を

探
す
手
が
か
り
と
し
て
、
木
く

ず
と
虫
ふ
ん
が
混
ざ
っ
た
排
出

物
「
フ
ラ
ス
」
を
紹
介
。
５
〜

９
月
に
盛
ん
に
樹
木
内
部
か
ら

排
出
す
る
フ
ラ
ス
を
「
地
域
の

目
で
注
視
す
る
こ
と
が
被
害
を

封
じ
込
め
る
鍵
」
と
し
て
い

る
。
対
策
で
は
、
被
害
樹
の
伐

倒
や
幼
虫
捕
殺
、
樹
木
の
穿せ

ん

孔こ
う

箇
所
を
覆
う
「
網
巻
き
」
な
ど

の
方
法
を
掲
載
し
て
い
る
。

被
害
ア
ン
ケ
ー
ト
サ
イ
ト

（h
ttp
s://k

u
b
iak
a.

kubiaka.jp

）
は
誰
で
も

利
用
可
能
だ
。
他
の
２
種
の
外

来
カ
ミ
キ
リ
類
も
情
報
を
入
力

で
き
る
よ
う
機
能
を
追
加
し

た
。
被
害
を
見
つ
け
た
人
が
、

そ
の
場
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
送
信
す
れ

ば
被
害
情
報
が
集
積
さ
れ
る
。

地
域
や
日
時
を
絞
っ
た
被
害
情

報
を
閲
覧
で
き
、
自
治
体
の
担

当
者
ら
が
被
害
情
報
を
把
握
す

る
地
図
作
り
に
も
役
立
つ
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は

幼
虫
が
幹
の
表
面
か
ら
少
し
内

側
の
内
樹
皮
を
食
べ
、
多
く
の

幼
虫
が
加
害
す
る
と
樹
木
が
１

年
か
ら
数
年
で
枯
死
す
る
こ
と

が
あ
る
。

２
０
１
８
年
に
「
特
定
外
来

生
物
」
に
指
定
さ
れ
た
。
日
本

で
は
11
年
に
埼
玉
県
で
侵
入
が

確
認
さ
れ
、
12
年
に
は
愛
知
県

の
サ
ク
ラ
で
初
め
て
被
害
が
分

か
り
、
現
在
ま
で
に
茨
城
・
栃

木
・
群
馬
・
東
京
・
神
奈
川
・

三
重
・
大
阪
・
奈
良
・
和
歌
山

・
兵
庫
・
徳
島
の
計
13
都
府
県

で
見
つ
か
っ
て
い
る
。

奥
行
き
約
22
㍍
の
ハ
ウ
ス
全
面

に
コ
マ
ツ
ナ
の
残
さ
と
雑
草
を

残
し
た
ま
ま
米
ぬ
か
60
㌔
と
石

灰
窒
素
10
㌔
を
散
布
。
22
馬
力

の
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
い
、

深
さ
25
㌢
で
耕
起
す
る
。

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
は
最
も
低

速
で
作
業
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

回
転
速
度
を
遅
く
す
る
。
太
陽

熱
消
毒
時
以
外
の
作
で
は
、
歩

行
型
管
理
機
を
利
用
。
深
さ
20

㌢
程
度
で
耕
起
す
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

耕
起
後
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

で
約
１
時
間
灌
水
す
る
。
「
耕

盤
が
な
い
の
で
水
が
土
中
に
さ

っ
と
引
く
」
と
杉
本
さ
ん
。
手

間
と
コ
ス
ト
を
考
慮
し
、
地
温

上
昇
を
目
的
と
し
た
マ
ル
チ
は

敷
か
な
い
。
多
少
の
雑
草
は
生

え
て
も
、
土
壌
病
害
は
発
生
し

て
い
な
い
と
い
う
。
ハ
ウ
ス
を

２
〜
３
週
間
密
閉
後
、
２
日
間

ほ
ど
開
放
し
て
ハ
ウ
ス
内
を
外

気
温
と
同
じ
温
度
ま
で
下
げ
、

播
種
す
る
。

基
肥
は
、
１
作
ご
と
に
未
来

科
学
の
１
０
０
％
有
機
配
合
肥

料
「
菜
有
機
６
８
４
」
（
６‒

８‒
４
）
10
㌔
と
ア
ヅ
ミ
ン
苦

土
石
灰
10
㌔
の
施
用
を
基
本
と

し
、
前
作
の
生
育
を
見
て
、
散

布
す
る
米
ぬ
か
や
石
灰
窒
素
の

量
や
、
有
機
配
合
肥
料
の
施
用

量
を
検
討
す
る
。
太
陽
熱
消
毒

後
は
有
機
配
合
肥
料
７
〜
８
㌔

だ
け
を
施
用
す
る
。

Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
三
島
函
南
地

区
本
部
で
営
農
指
導
員
を
務
め

る
袴
田
優
大
係
長
は
「
石
灰
窒

素
と
有
機
物
を
施
用
し
た
太
陽

熱
消
毒
で
、
土
壌
中
の
微
生
物

バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
ず
、
良
食
味

の
コ
マ
ツ
ナ
を
栽
培
し
て
い

る
。
効
果
も
確
実
に
出
て
い
て

安
定
生
産
を
実
現
し
て
い
る
」

と
評
価
す
る
。

山
口
市
の
株
式
会
社
秋
川
牧
園

は
、
飼
料
用
米
の
生
産
グ
ル
ー
プ

を
地
元
農
家
で
組
織
し
、
耕
畜
連

携
に
よ
る
養
鶏
な
ど
に
取
り
組

む
。
生
産
グ
ル
ー
プ

で
は
、
県
内
１
７
０

㌶
で
「
夢
あ
お
ば
」

「
み
な
ち
か
ら
」
「
北
陸
１
９
３

号
」
な
ど
専
用
品
種
だ
け
を
生
産

す
る
。

専
用
品
種
で
の
多
収
生
産
に
は

約
15
年
間
取
り
組
み
、
許
諾
を
得

て
種
子
供
給
も
担
う
。
村
田
洋
生

産
部
次
長
は
「
地
域
に
合
う
品
種

が
分
か
っ
て
い
な
い
例
も
多
い
。

品
種
特
性
や
地
域
適
応
性
な
ど
情

報
の
共
有
が
重
要
」
と
指
摘
す

る
。
10
㌃
当
た
り
籾も

み

収
量
１
㌧
超

の
事
例
も
あ
る
一
方
、
病
害
虫
耐

性
や
刈
り
取
り
や
す
さ
、
登
熟
な

ど
が
品
種
ご
と
に
違
う
と
い
う
。

基
肥
は
、
基
準
と
し
て
発
酵
鶏

ふ
ん
堆
肥
、
牛
ふ
ん
・
鶏
ふ
ん
の

混
合
堆
肥
を
10
㌃
当
た
り
１
㌧
施

用
。
堆
肥
は
、
秋
川
牧
園
側
が
ト

レ
ー
ラ
ー
で
生
産
者
へ
無
償
配
送

し
、
散
布
用
に
マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ

ッ
ダ
ー
を
貸
し
出
す
。
毎
年
８
、

９
月
に
県
内
南
北
２
０
０
㌔
範
囲

の
圃
場
を
12
時
間
か
け
て
巡
回

し
、
品
種
特
性
や
栽
培
技
術
を
共

有
す
る
。

山
口
県
内
で
は
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
や
い
も
ち
病
、
登
熟
不
良
な
ど

の
被
害
も
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い

る
。
村
田
次
長
は
「
専
用
品
種
で

あ
っ
て
も
、
い
ま
だ
に
完
璧
と
は

い
え
な
い
。
品
種
改
良
の
歩
み
を

止
め
な
い
で
ほ
し
い
」
と
強
調
す

る
。
農
研
機
構
九
州
沖
縄
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を
結
び
、
病

害
虫
に
強
い
早
生
品
種
も
試
験
栽

培
す
る
。

埼
玉
県
加
須
市
で
、
水
稲
・
麦

・
大
豆
な
ど
90
㌶
を
耕
作
す
る
株

式
会
社
山
中
農
産
で
は
、
飼
料
用

米
で
は
専
用
品
種
「
み
な
ち
か

ら
」
を
１
・
４
㌶
栽
培
す
る
。
多

収
品
種
の
中
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
へ

の
負
荷
が
少
な
い
。
収
穫
で
は
立

毛
乾
燥
で
水
分
16
％
と
し
て
か

ら
、
６
条
刈
り
で
刈
り
取
る
。

山
中
哲
大
代
表
は
、
専
用
品
種

の
普
及
に
つ
い
て
、
「
中
小
農
家

で
は
30
馬
力
ほ
ど
の
コ
ン
バ
イ
ン

を
使
う
こ
と
が
多
く
、
稲
刈
り
が

困
難
」
と
す
る
。
埼
玉
県
内
で
は

知
事
特
認
と
し
て
、
コ
ン
バ
イ
ン

へ
の
負
荷
が
少
な
い

「
む
さ
し
の
26
号
」

が
含
め
ら
れ
た
も
の

の
、
専
用
品
種
が
定
着
し
な
い
場

合
、
山
中
代
表
は
「
主
食
用
米
へ

の
再
転
換
が
起
き
て
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
可
能
性
も
懸
念
さ
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

本
さ
ん
夫
妻
と
パ
ー
ト
従
業
員

10
人
が
働
く
。

あ
く
が
な
く
、
み
ず
み
ず
し

い
、
す
じ
が
な
い
コ
マ
ツ
ナ
を

目
指
し
、
通
年
で
食
味
が
大
き

く
変
わ
ら
な
い
よ
う
、
良
食
味

品
種
の
「
ひ
ろ
み
」
（
野
原
種

苗
）
に
統
一
す
る
。
年
間
出
荷

量
は
約
22
万
束
（
１
束
約
２
０

０
㌘
）
だ
。

有
機
物
の
腐
熟
促
進

「
米
ぬ
か
と
石
灰
窒
素
、
１

０
０
％
有
機
配
合
肥
料
が
コ
マ

ツ
ナ
の
味
を
作
る
の
に
欠
か
せ

な
い
」
と
杉
本
さ
ん
。
ポ
イ
ン

ト
は
、
よ
り
深
く
ま
で
土
壌
中

の
病
害
虫
や
雑
草
種
子
を
死
滅

さ
せ
つ
つ
、
耕
盤
の
形
成
を
防

ぐ
こ
と
だ
。

太
陽
熱
消
毒
は
、
梅
雨
明
け

後
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
コ
マ
ツ

ナ
の
収
穫
を
終
え
た
ハ
ウ
ス
か

ら
順
々
に
行
う
。
間
口
６
㍍
、

杉
本
さ
ん
が
営
む
杉
正
農
園

で
は
、
年
間
売
上
高
の
約
６
割

を
占
め
る
施
設
コ
マ
ツ
ナ
の
周

年
栽
培
を
経
営
の
柱
と
し
、
露

地
１
３
０
㌃
で
１
４
０
種
類
栽

培
す
る
野
菜
を
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
向
け
に
販
売
す
る
。
杉

「
施
設
コ
マ
ツ
ナ
を
作
り
始
め
て
25
年
間
、
石
灰
窒
素
を
利
用
し
た
太
陽
熱
消
毒
で
土
壌
病
害

は
一
度
も
発
生
し
て
い
な
い
」
と
話
す
の
は
、
ハ
ウ
ス
37
棟
（
48
㌃
）
で
コ
マ
ツ
ナ
を
年
７
作
栽

培
す
る
静
岡
県
三
島
市
川
原
ヶ
谷
の
杉
本
正
博
さ
ん（
71
）。
梅
雨
明
け
後
か
ら
全
て
の
ハ
ウ
ス
で

行
う
太
陽
熱
消
毒
は
、
米
ぬ
か
と
石
灰
窒
素
を
散
布
し
て
腐
熟
を
促
進
さ
せ
て
灌か

ん

水す
い

し
、
ハ
ウ
ス

を
２
〜
３
週
間
密
閉
す
る
。
太
陽
熱
と
有
機
物
の
発
酵
熱
を
利
用
し
、
土
壌
中
の
病
害
虫
を
死
滅

さ
せ
る
。
基
肥
に
は
有
機
配
合
肥
料
を
施
用
し
、
良
食
味
を
追
求
。
ス
ー
パ
ー
と
契
約
取
引
し
て

静
岡
県
ブ
ラ
ン
ド
の
「
し
ず
お
か
食
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

石
灰
窒
素
の
土
づ
く
り
効
果
は
、

腐
熟
促
進
効
果
と
酸
度
矯
正
効
果
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
腐
熟
促
進
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

作
物
残
さ
や
畜
ふ
ん
を
原
料
と
し

て
堆
肥
を
生
産
す
る
と
き
に
石
灰
窒

素
を
使
う
こ
と
で
、
発
酵
効
率
も
高

く
、
大
腸
菌
（
特
に
畜
ふ
ん
堆
肥
）

な
ど
の
有
害
菌
や
雑
草
、
病
害
虫
の

発
生
を
抑
制
し
、
安
全
で
良
質
な
堆

肥
が
で
き
る
。

近
年
、
堆
肥
の
施
用
量
は
激
減

し
、
水
田
の
地
力

低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
水
田

で
、
稲
わ
ら
に
石

灰
窒
素
を
散
布
し

秋
に
す
き
込
む

と
、
堆
肥
と
同
等

の
増
収
効
果
が
あ

り
、
土
壌
の
物
理

性
の
改
善
効
果
は

堆
肥
よ
り
も
高
い

こ
と
が
長
年
の
連

用
試
験
で
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い

る
。

ま
た
、
稲
わ
ら
の
腐
熟
を
促
す
こ

と
で
、
浮
き
わ
ら
、
藻
の
発
生
が
抑

え
ら
れ
、
温
度
上
昇
に
伴
う
強
還
元

化
に
よ
る
生
育
障
害
（
根
傷
み
）
も

回
避
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
刈
り

取
り
後
稲
わ
ら
に
10
㌃
当
た
り
20
㌔

の
石
灰
窒
素
を
散
布
し
す
き
込
む

が
、
刈
り
取
り
後
で
き
る
だ
け
早
く

す
き
込
む
と
分
解
が
進
む
。

石
灰
窒
素
の
腐
熟
促
進
効
果
に

は
、
チ
ッ
素
供
給
の
効
果
だ
け
で
な

く
、
石
灰
の
役
割
が
大
き
い
。
有
機

物
が
分
解
す
る
と
有
機
酸
が
発
生
す

る
が
、
石
灰
が
酸
度
を
矯
正
し
微
生

物
の
活
動
を
促
進
す
る
。

野
菜
の
残
さ
の
す
き
込
み
に
使
う

こ
と
で
、
分
解
を
促
す
だ
け
で
な

く
、
雑
草
や
害
虫
の
発
生
の
抑
制
に

な
り
、
ま
た
、
分
解
時
に
取
り
込
ま

れ
た
チ
ッ
素
が
有
機
態
と
な
り
、
生

育
期
間
中
に
無
機
化
す
る
の
で
持
続

的
に
チ
ッ
素
が
供
給
で
き
、
減
肥
も

可
能
で
あ
る
。
同
様
に
、
緑
肥
作
物

の
分
解
促
進
に
も
利
用
で
き
る
。

（
𠮷
田

吉
明
＝
日
本
石
灰
窒
素

工
業
会
技
術
顧
問
）

土
づ
く
り
効
果

④

微
生
物
の
活
動
促
す

　株式会社オーレックは、国内初の自走
式クリ収穫機「バーディーマロンピッカ
ー（ＢＸ800／Ｍ８‒ＭＰ750）」を８月
上旬に発売する。重労働の収穫作業の時
間短縮と労力削減を可能にするとしてい
る。用途に応じて作業機を付け替えられ
る自走式の機械（ＢＸ800／Ｍ８）に収
穫用のアタッチメント（ＭＰ750）を装
着したもの。
　主な特徴は①いがは90％以上、果実は
70％以上の収穫率を実現②収穫時間をこ
れまでの約３分の１に短縮③ブラシで実
を拾い上げる仕組みで楽な姿勢と短時間
の作業が可能――など。
　メーカー希望小売価格（税込み）は86万
9000円。
　問い合わせ先＝株式会社オーレック　
本社営業本部（☎0943・32・5057）

新
製
品
紹
介

自走式クリ収穫機
「バーディーマロンピッカー
（ＢＸ800／Ｍ8‒ＭＰ750)｣

㈱オーレック

ど
ん
こ
病
と
つ
る
枯
れ
病
に

耐
病
性
を
持
つ
③
収
穫
期
が

高
温
に
な
る
と
酸
味
が
薄
れ

株
式
会
社
む
さ
し
の
タ
ネ

は
、
酸
味
と
甘
み
が
特
徴
の

爽
や
か
系
メ
ロ
ン
「
フ
レ
・

リ
モ
ー
ネ
」
の
種
子
を
発
売

し
た
と
発
表
し
た
。
果
実
は

黄
皮
系
ノ
ー
ネ
ッ
ト
の
白
肉

で
、
や
や
扁へ

ん

平ぺ
い

果
だ
。
４
果

着
果
で
１
果
当
た
り
１
㌔
前

後
に
な
る
。

主
な
特
徴
は
①
交
配
後
収

穫
ま
で
の
日
数
が
ハ
ウ
ス
６

月
収
穫
で
55
日
、
露
地
７
月

上
旬
収
穫
で
48
日
前
後
②
う

酸
味
と
甘
み
が
特
徴

実
証
実
験
を
開
始

㈱
む
さ
し
の
タ
ネ

ユ
ー
ピ
ー
ア
ー
ル
㈱ る

た
め
７
月
中
旬
ま
で
が
収

穫
適
期
│
│
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
株
式
会

社
む
さ
し
の
タ
ネ
（
千
葉
県

長
南
町
小
沢
３
７
７
☎
０

４
７
５・３
６・６
３
４
１
）

物
流
機
器
の
レ
ン
タ
ル
事

業
な
ど
を
手
が
け
る
ユ
ー
ピ

ー
ア
ー
ル
株
式
会
社
は
７
月

14
日
、
同
社
の
「
Ｄ
Ｘ
タ

グ
」
を
活
用
し
、
３
０
０
頭

以
上
の
放
牧
牛
の
発
情
や
体

調
不
良
の
検
知
、
所
在
管
理

の
実
証
実
験
を
８
月
か
ら
開

始
す
る
と
発
表
し
た
。
乳
牛

雌
哺
育
育
成
事
業
を
展
開
す

る
岩
手
県
葛
巻
町
畜
産
開
発

公
社
と
の
共
同
実
証
実
験

だ
。「

Ｄ
Ｘ
タ
グ
」
＝
写
真
＝

は
、
物
流
現
場
で
使
用
さ
れ

て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
パ
レ
ッ

ト
」
搭
載
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｒ

Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ
を
小
型
軽
量
化

し
機
能
を
追
加
し
た
も
の
。

牛
の
首
輪
に
装
着
す
る
と
頭

数
管
理
や
脱
走
牛
の
発
見
、

発
情
・
体
調
不
良
な
ど
を
検

知
で
き
る
。
受
信
機
か
ら
最

大
約
３
０
０
㍍
の
距
離
に
点

在
す
る
牛
の
デ
ー
タ
が
取
得

可
能
だ
。

同
社
は
、
発
情
・
体
調
不

良
検
知
の
解
析
ソ
フ
ト
を
開

発
し
て
精
度
を
高
め
る
ほ

か
、
牛
の
種
別
や
飼
育
地
域

の
違
い
に
よ
る
検
知
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
の
開
発
も
予
定
。
畜

産
業
界
が
抱
え
る
課
題
を
解

決
し
、
持
続
可
能
な
畜
産
の

実
現
へ
貢
献
し
て
い
く
方
針

だ
。問

い
合
わ
せ
先
＝
ユ
ー
ピ

ー
ア
ー
ル
株
式
会
社
コ
ネ

ク
テ
ィ
ッ
ド
事
業
本
部
コ

ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
営
業
部
（
☎

０
３
・
３
５
９
３
・
１
７
２

１
）

メ
ロ
ン
「
フ
レ
・
リ
モ
ー
ネ
」種
子
を
発
売

電
子
タ
グ
で
牛
の
発
情
、体
調
不
良
を
検
知

【
岩
手
支
局
】
岩
泉
猟
友
会

員
で
あ
る
岩
泉
町
袰ほ

ろ

綿わ
た

の
澤
里

寛
行
さ
ん（
46
）は
、
「
害
獣
罠わ

な

捕
獲
検
知
シ
ス
テ
ム
」
を
独
自

開
発
し
た
。
設
置
し
た
カ
メ
ラ

か
ら
の
画
像
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
技
術
で
解
析
し
、
わ
な
の

扉
の
開
閉
や
害
獣
の
有
無
を
判

定
。
害
獣
の
捕
獲
を
検
知
す
る

と
遠
隔
地
に
情
報
を
発
信
す

る
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
農

作
物
や
人
へ
の
被
害
が
多
発
す

る
同
町
は
、
澤
里
さ
ん
の
取
り

組
み
に
期
待
を
寄
せ
る
。

「
遠
隔
地
か
ら
判
定
で
き
る

の
で
安
全
性
が
高
い
。
山
中
に

設
置
し
た
わ
な
の
見
回
り
や
点

検
作
業
を
効
率
よ
く
実
施
で
き

る
」
と
澤
里
さ
ん
。
電
話
回
線

で
は
な
く
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
向
け
の
回
線

を
利
用
す
る
た
め
、
電
波
が
弱

い
場
所
で
も
使
用
可
能
だ
。
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
の
経
験
を
生
か
し

て
２
０
２
１
年
に
開
発
し
、
昨

年
特
許
を
取
得
し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
ド
ロ

ー
ン
を
使
っ
た
獣
害
対
策
を
昨

年
始
め
た
。
上
空
１
４
０
㍍
か

ら
圃
場
を
見
回
り
、
害
獣
の
行

動
様
式
を
分
析
。
見
通
し
が
悪

い
圃
場
を
安
全
に
巡
視
で
き
る

ほ
か
、
わ
な
の
設
置
場
所
の
適

切
な
選
定
に
つ
な
が
る
。

【
岐
阜
支
局
】
中
津
川
市
苗

木
の
小
畑
正
樹
さ
ん（
44
）は
、

小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
に

よ
る
防
除
作
業
を
30
㌶
で
請
け

負
う
。
「
１
営
農
体
に
１
台
あ

る
と
い
い
。
中
山
間
地
の
農
業

に
こ
そ
お
薦
め
だ
」
と
小
畑
さ

ん
。
作
業
の
省
力
化
と
大
幅
な

経
費
削
減
に
な
る
こ
と
か
ら
２

０
２
１
年
に
、
無
線
操
縦
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
か
ら
ド
ロ
ー
ン
へ
切

り
替
え
た
。

本
体
重
量
は
約
10
㌔
と
、
約

１
０
０
㌔
の
ヘ
リ
に
比
べ
軽
量

だ
。
「
ヘ
リ
で
の
作
業
に
は
４

人
必
要
だ
が
、
ド
ロ
ー
ン
は
２

人
で
い
い
。
１
人
で
も
積
み
降

ろ
し
が
で
き
、
小
回
り
が
必
要

な
中
山
間
地
に
は
も
っ
て
こ

い
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
話
す
。

導
入
費
は
２
０
０
万
円
ほ
ど

だ
と
い
う
。
ド
ロ
ー
ン
防
除
に

取
り
組
む
と
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
に
は
５
年
間
加

算
さ
れ
る
措
置
が
あ
り
、
さ
ら

に
導
入
費
の
補
助
金
も
あ
る
。

稼
働
時
間
が
バ
ッ
テ
リ
ー
１

本
で
30
分
と
短
く
、
薬
剤
の
積

載
量
が
少
な
い
機
体
は
何
度
も

補
充
が
必
要
だ
が
、
「
中
山
間

地
の
水
田
は
小
さ
く
小
ま
め
な

移
動
が
あ
る
た
め
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
な
い
」
と
強
調
す

る
。水

稲
31
・
２
㌶
と
大
豆
３

㌶
、
六
条
大
麦
13
・
５
㌶
を
栽

培
し
、
10
㌶
で
作
業
受
託
す

る
。
最
新
の
農
機
具
を
導
入
し

経
営
面
積
も
十
分
だ
が
、
作
業

員
の
高
齢
化
問
題
に
直
面
し
つ

つ
あ
る
と
い
う
。
「
若
い
作
業

員
を
増
や
し
、
中
山
間
地
の
農

業
に
継
続
的
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
む
。

「自分の知識と技術を獣害対
策に役立てたい」と澤里さん

「
一
人
で
も
軽
く
持
ち
上

げ
ら
れ
る
」
と
小
畑
さ
ん

サクラから排出される
クビアカツヤカミキリ
幼虫のフラス（提供：
森林総合研究所）

飼
料
用
米

安
定
化
へ

安
定
化
へ

品種 利点 欠点

モミロマン
・多収
・倒伏に強い

・一部除草剤への感受性
・不稔〈ふねん〉率が高い（籾利用に難）

北陸193号

・多収（秋川牧園グループでは10㌃当たり籾収量
　１㌧超の例も）
・倒伏に強い

・種子の休眠打破が必須
・ここ数年のいもち病被害
・ウンカ類に弱い
・脱粒性あり
・茎が太くコンバイン負荷大

みなちから

・やや多収
・草丈が短く倒伏に絶大
・麦と変わらない刈りやすさ
・中生～晩生（北陸193号並み）
・発芽が早く直播も向く

・一部除草剤への感受性
・紋枯病、ごま葉枯病に注意
・一部で不稔あり

夢あおば

・やや多収
・早生品種では安定性が高い
・山口県北部や二毛作地にも向く
・籾の外観が良い

・多肥倒伏に弱い
・ここ数年、地域によってはいもち病

オオナリ
・多収
・中生の早（北陸193号より早い）
・開帳性だが茎は柔らかく刈りやすい

・種子の休眠打破が必須
・一部除草剤への感受性

２
０
２
４
年
産
以
降
の
米
政
策
で
は
、
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
で
、
飼
料
用
米
は
多
収
品
種
に
重
点

を
置
い
た
支
援
に
転
換
す
る
方
針
だ
。
配
合
飼
料
原
料

の
国
際
相
場
の
高
止
ま
り
と
輸
入
の
不
安
定
化
が
課
題

と
な
る
中
、
飼
料
用
米
に
は
一
層
の
安
定
生
産
・
利
用

が
求
め
ら
れ
る
。
日
本
飼
料
用
米
振
興
協
会
が
７
月
に

開
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
耕
種
・
畜
産
の
生
産
者

な
ど
が
成
果
や
課
題
を
共
有
し
た
。

秋川牧園で利用する多収品種の評価（同社の講演資料から編集部作成）

㊤ 生 産

地
域
適
応
性
な
ど
検
討
を

米
ぬ
か
と
石
灰
窒
素
を
散
布
後
、
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
起
す
る
杉
本
さ
ん

太陽熱消毒中のハウ
スが分かるように掲
示する

太陽熱消毒に石灰窒素施設コマツナ25年

土壌病害を回避
静
岡
県
三
島
市

杉
本
正
博
さ
ん

地
域
ぐ
る
み
の
防
除
呼
び
か
け

外
来
害
虫
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

低
速
耕
起
で
耕
盤
作
ら
ず

食
味
を
重
視

１
品
種
に
統
一

害獣わなにカメラ

岩手県・澤里 寛行さん

岐
阜
県
・
小
畑
正
樹
さ
ん

ド
ロ
ー
ン
で
防
除
作
業

捕獲状況を遠隔地に発信

小
回
り
利
き

中
山
間
に
適
応

専
用
品
種




